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議会　第 192 号　令和 5年 10月13日

項　目 件　　　　　　名 内　　　　　　容 結果
議案
第28号

令和 5年度すずむし荘大規模改修第 1期工事
の請負契約の締結について 1 億 450 万円。 ◎

議案
第29号 令和 5松川村一般会計補正予算（第 4号）

歳入、歳出それぞれ1150万円を追加し44億
6461万円とする。備品購入費1150万円（マイ
クロバス購入）

◎

令和5年第1回臨時会提出議案 7月19日 （全員賛成:◎　賛成多数:〇　認定・承認:□　同意：◇）

項　目 件　　　　　　名 内　　　　　　容 結果
議案
第30号 令和5年度マイクロバス購入契約の締結について 978.9 万円。 ◎

議案
第31号 令和 5松川村一般会計補正予算（第 5号）

歳入、歳出それぞれ1億7082万円を追加し46
億3543万円とする。新型コロナウイルス感染症
対策商品券事業、物価高騰対策支援給付金、子
育て世帯生活支援特別給付

◎

令和5年第2回臨時会提出議案 8月23日 （全員賛成:◎　賛成多数:〇　認定・承認:□　同意：◇）

項　目 件　　　　　　名 内　　　　　　容 結果

専決
第11号 令和5年度松川村水道事業会計補正予算（第2号） 水道事業費に350万円を追加し1億7152万円

とする。 □

議案
第32号 令和5年度松川村一般会計補正予算（第6号） 歳入、歳出それぞれ3624万円を追加し46億

7167万円とする。 ◎

議案
第33号

令和5年度松川村国民健康保険特別会計補正
予算（第1号）

歳入、歳出それぞれ600万円を追加し9億
6650万円とする。 ◎

議案
第34号

令和5年度松川村後期高齢者医療特別会計補
正予算（第1号）

歳入、歳出それぞれ211万円を追加し1億
3521万円とする。 ◎

議案
第35号

令和5年度松川村公園墓地造成事業特別会計
補正予算（第2号）

歳入、歳出それぞれ6万円を追加し695万円と
する。 ◎

議案
第36号

令和5年度松川村特定環境保全公共下水道事
業特別会計補正予算（第2号）

歳入、歳出それぞれ32万円を減額し6億943万
円とする。 ◎

議案
第37号 令和5年度松川村水道事業会計補正予算（第3号）

水道事業費に135万円追加し1億7287万円、
資本的支出に218万円を追加し1憶2434万 
円とする。

◎

議案
第38号 令和4年度松川村一般会計歳入歳出決算書 歳入49億8108万円、歳出48億5712万円、1

億2396万円黒字。 ◎

議案
第39号

令和4年度松川村国民健康保険特別会計歳入
歳出決算書

歳入9億260万円、歳出9億148万円、112万円
（財調60万円52万円）繰越。 ◎

議案
第40号

令和4年度松川村後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算書

歳入1億2657万円、歳出1億2623万円、34万
円繰越。 ◎

議案
第41号

令和 4年度松川村公園墓地造成事業特別会計
歳入歳出決算書 歳入256万円、歳出250万円、6万円繰越。 ◎

9月定例会提出議案 9月6日～9月19日 （全員賛成:◎　賛成多数:〇　認定・承認:□　同意：◇）
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議案
第42号

令和4年度松川村特定環境保全公共下水道事
業特別会計歳入歳出決算書

歳入6億2060万円、歳出6億1835万円、224
万円繰越。 ◎

議案
第43号

令和4年度松川村水道事業会計剰余金の処分
及び決算の認定について

水道事業収益1億8281万円、水道事業費1億
3843万円、4437万円純利益。 ◎

議案
第44号 松川村教育委員会委員の任命について 人事案件　大塚正明氏を同意。 ◇

議案
第45号 令和 5年度松川村一般会計補正予算（第 7号） 歳入、歳出それぞれ2627万円を追加し46億

9795万円とする。 ◎

請願・陳情
項　目 件　　　　　　名 内　　　　　　容 結果

報告
第７号

私立高等学校に対する公費助成をお願いする陳情書
（陳情者：中信地区私学助成推進協議会） 一部採択　　　　意見書提出 ◎

報告
第８号

「健康保険証」の存続に関する意見書の提出を求める陳情書
（陳情者：長野県保険医協会） 採　　　択　　　意見書提出 ◎

報告
第９号

現行の健康保険証を残すように国に意見書提出を求める陳情
（陳情者：大北生活と健康を守る会） 採　　　択　　　意見書提出 ◎

報告
第10号

「現行の健康保険証の存続を求める意見書」の提出を求める陳情
（陳情者：中信健康友の会松川支部） 採　　　択　　　意見書提出 ◎

議案等審査特別委員会報告
項　目 件　　　　　　名 内　　　　　　容 結果
報告
第６号 議案第 38 号から議案第 43 号を審議 認　　　定　　　下記意見書 □

令和4年度各会計決算に対する議案等審査特別委員会からの意見書
【共通事項】
〇厳しい経済状況下においても、村税等の収入が向上している。引き続き税の公正性と収入確保に努められたい。
〇村民の健康意識と予防医療向上の啓蒙に励み、国保会計の健全な財政維持に努められたい。
【個別事項】
（福祉課）
〇高齢者入浴券給付の継続実施は評価するが、利用状況・効果の分析を実施し、より幅広い高齢者サービス手法
を検討されたい。
〇新型コロナウイルス等感染症に注視し、引き続き適切な対応をされたい。
（経済課）
〇すずむし荘の大規模改修については、村民の財産である施設の利便性向上を目指し、将来のあり方を含めた検
討も実施されたい。

（建設水道課）
〇特定環境保全公共下水道事業が来年度、公会計移行する。耐震等、施設の将来のあり方について熟考されたい。
（学校教育課）
〇高等学校等通学費補助事業を評価する。
（社会教育課）
〇林遊館は維持管理費等の費用対効果向上のため、利用促進に努められたい。
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９
月
定
例
会
一
般
質
問 

7
人
の
議
員
が
登
壇 

令
和
5
年
9
月
13
・
14
日　
　
　

※
原
稿
は
本
人
の
責
任
・
編
集
に
よ
る
も
の
で
す
。

上
うえだ
田　治

はる
美
み

梨
な し
子田

だ
長
おさ お
生

宮
みや
﨑
ざき
　昭

あき
利
とし

今
後
の
地
域
福
祉

QQ　
総
合
計
画
に
追
加

の
政
策
は
。

A　

現
在
は
な
い
が
、

課
題
を
整
備
し
て
後
期

策
定
計
画
で
検
討
。

QQ　
村
の
ひ
き
こ
も
り

に
対
す
る
認
識
は
。

A　

孤
独
や
孤
立
の

状
態
は
、
誰
に
も
あ

り
得
る
。

QQ　
孤
独
・
孤
立
対
策

推
進
法
の
施
行
に
向
け

て
取
組
み
を
。

A　
人
と
人
の
つ
な
が

り
が
孤
立
を
防
ぐ
、
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て

い
く
。

QQ　
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク

ト（
自
己
放
任
）に
対
す

る
村
の
対
応
は
。

A　

適
切
な
対
応
を

す
る
。

QQ　
21
世
紀
の
新
た
な

財
源
調
達
手
段
と
し
て

誕
生
し
た
、
S
I
B

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン

パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド
）
と

は
、
従
来
行
政
が
担
っ

て
き
た
公
共
性
の
高
い

事
業
の
運
営
を
民
間
組

織
に
委
ね
、
そ
の
運
営

資
金
を
民
間
投
資
家
か

ら
募
る
、
社
会
的
課
題

の
解
決
の
た
め
に
も
活

用
を
。

A　

慎
重
な
検
討
が

必
要
。

有
明
山
の
登
山
道

QQ　
登
山
道
の
正
式
な

村
対
応
は
。

A　

再
開
は
不
可
能

で
、
入
山
は
し
な
い
よ

う
促
し
て
い
る
。

高
齢
者
に
や
さ
し
い

行
政
を
目
指
し
て

QQ　
り
ん
り
ん
号
の
実

利
用
者
数
は
。

A　

登
録
者
の
30
%

弱
。（
8
月
1
日
現
在

登
録
者
2
6
1
名
）

QQ『
り
ん
り
ん
号
』の
カ

ン
パ
募
金
は
ど
の
位
あ

る
か
。

A　
年
間
（
5
ケ
年　

平
均
）
53
万
8
千
円
。

QQ　
1
0
0
円
の
カ
ン

パ
金
は
必
要
で
す
か
。

A　

協
力
金
と
し
て
、

必
須
と
は
考
え
て
い
な

い
。
利
用
者
交
流
会
の

際
、意
見
を
聞
い
て
や
っ

て
い
く
。

QQ　
シ
ニ
ア
カ
ー
の
購

入
補
助
が
出
来
な
い
か
。

A　
今
の
と
こ
ろ
予
定

は
無
い
。
高
齢
者
に
耳

を
傾
け
る
中
で
、
前
向

き
に
検
討
し
た
い
。

昨
今
の
教
育
現
場
に

つ
い
て

QQ　
社
会
体
育
団
体
で

の「
命
を
守
る
」と
い
っ

た
事
態
を
ど
う
考
え
る

の
か
。

A　
指
導
者
・
団
体
の

責
任
の
元
で
運
営
し
て

い
く
。

QQ
　　『
時
代
に
合
う
保

護
者
活
動
へ
』P
T
A
へ

の
加
入
・
活
動
の
今
後

の
進
め
方
は
。

A　
役
員
等
の
負
担
を

考
慮
し
て
い
く
中
で
、

P
T
A
・
学
校
と
の
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

防
災

QQ　
高
瀬
川
で
過
去
に

度
々
災
害
が
起
き
た
が

そ
の
災
害
を
知
ら
な
い

村
民
が
増
え
て
い
る
。大

規
模
災
害
に
対
す
る
防

災
意
識
が
災
害
多
発
津

地
域
よ
り
弱
い
の
で
は
。

A　

松
川
村
は
自
然

災
害
が
少
な
い
が
、
大

丈
夫
だ
と
偏
見
を
持
た

ず
、
想
定
外
の
災
害
に

対
し
て
準
備
・
訓
練
を

し
て
生
き
た
い
。

QQ　
過
去
の
災
害
を
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
重
ね

て
対
策
を
と
る
こ
と
が

重
要
で
は
。川
西
地
区

で
地
質
の
専
門
家
を
招

き
訓
練
を
し
た
が
、経

験
を
他
地
区
に
も
広
げ

る
べ
き
で
は
。

A　
非
常
に
良
か
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。
こ
う

い
う
訓
練
を
重
ね
て
い

き
た
い
。
各
地
区
で
も

何
ら
か
の
方
法
で
で
き

る
の
で
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

QQ　
保
険
証
廃
止
に
つ

い
て
の
報
道
機
関
の
質

問
に
、31
市
町
村
が「
撤

回
・
延
期
」と
回
答
。松

川
村
の
回
答
は
。

A　

不
安
の
解
消
と
、

原
因
の
検
証
が
す
す
ん

だ
の
ち
方
針
を
決
め
る
。

QQ　
保
険
証
廃
止
へ
の

今
の
明
確
な
気
持
ち
は
。

A　

日
本
は
法
治
国

家
。
国
の
決
め
た
方
針

に
沿
っ
て
や
っ
て
い
き

た
い
。
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９
月
定
例
会
一
般
質
問 

7
人
の
議
員
が
登
壇 

令
和
5
年
9
月
13
・
14
日　
　
　

※
原
稿
は
本
人
の
責
任
・
編
集
に
よ
る
も
の
で
す
。

農
林
業
に
つ
い
て

QQ　
農
業
資
材
高
騰
の

対
策
は
。

A　
農
協
で
の
対
応
と

商
品
券
事
業
で
今
後
の

推
移
を
注
視
す
る
。

QQ　
松
川
米
の
ブ
ラ
ン

ド
化
は
。

A　
鈴
ひ
か
り
以
外
の

ブ
ラ
ン
ド
米
は
考
え
て

い
な
い
。

QQ　
第
7
次
総
合
計
画

で
の
振
興
策
は
。

A　
村
独
自
の
振
興
策

は
考
え
て
い
な
い
が
北

ア
ル
プ
ス
山
麓
ブ
ラ
ン

ド
や
酒
米
で
の
産
地
化

を
進
め
る
。

QQ　
ラ
オ
ス
人
民
共
和

国
へ
の
海
外
販
路
は
。

A　
ラ
オ
ス
人
民
共
和

国
の
特
命
大
使
が
来
村

さ
れ
生
産
現
場
や
松
川

産
酒
米
を
使
用
し
た
酒

造
会
社
等
を
視
察
さ
れ

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

QQ　

海
外
販
路
の
現

状
は
。

A　
日
本
酒
は
台
湾
・

香
港
を
主
に
横
ば
い
。

米
は
ラ
オ
ス
に
鈴
ひ
か

り
を
少
量
だ
が
出
荷
し

て
い
る
。

QQ　
松
く
い
虫
被
害
木

の
早
急
な
対
策
は
。

A　

被
害
木
に
つ
い

て
は
県
の
補
助
事
業

が
執
行
さ
れ
て
か
ら
。

森
林
環
境
譲
与
税
の

利
活
用
は
今
後
の
研

究
課
題
。

QQ　
電
気
柵
の
点
検
は
。

A　
専
門
業
者
の
点
検

も
今
後
実
施
し
た
い
。

令
和
時
代
の

　
お
墓
の
あ
り
方

QQ　
後
継
者
の
い
な
い
お

墓
の
相
談
や
、村
営
墓
地

の
返
還
状
況
は
。

A　

相
談
は
3
件
で
毎

年
墓
じ
ま
い
が
10
件
前
後

あ
る
。村
営
墓
地
の
空
き

は
20
区
画
。寺
で
の
供
養
・

管
理
を
希
望
し
て
と
の
返

還
理
由
で
あ
る
。

QQ　
最
近
の
日
本
の
お
墓

事
情
と
、近
隣
自
治
体
の

状
況
は
ど
う
か
。

A　

墓
石
型
墓
地
は
減

少
し
て
い
る
。大
町
・
安
曇

野
市
で
は
、複
数
の
遺
骨

を
一
か
所
に
埋
葬
し
、墓

石
と
管
理
が
不
要
な「
合

葬
墓
」を
設
置
し
、使
用

は
増
加
傾
向
に
あ
る
。し

か
し
、一
旦
埋
葬
す
る
と

後
で
個
別
の
遺
骨
を
取
り

出
せ
な
い
。

QQ　
全
国
調
査
で
は
、樹

木
式
葬
51
％
、
納
骨
堂

20
％
、一
般
墓
19
％
。村

も
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る

「
樹
木
式
埋
蔵
場
所
」を

設
置
し
な
い
か
。

A　

ま
ず
は「
合
葬
墓
」

を
研
究
・
検
討
す
る
。

す
ず
む
し
荘
と
寄
っ
て

停
ま
つ
か
わ
の
今
後

QQ　

フ
ァ
ン
ス
ペ
ー
ス

（
株
）に
よ
る
、こ
の
12
年

間
の
指
定
管
理
運
営
の
総

括
と
、期
間
終
了
後
の
両

施
設
の
今
後
は
。

A　
コ
ロ
ナ
禍
を
除
け

ば
、概
ね
適
切
に
運
営
し

て
い
る
と
評
価
で
き
る
。

そ
の
後
は
、早
く
無
償
譲

渡
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
支
援（
松
川
村

の
住
民
が
一
人
と
し

て
取
り
残
さ
れ
な
い

た
め
に
）

QQ　
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
方
は
ど
の
く
ら

い
お
ら
れ
る
の
か
。

A　
9
月
1
日
時
点
で

27
世
帯
31
名
。

QQ　
生
活
困
窮
世
帯
や

生
活
保
護
を
拒
否
し
て

い
る
方
達
と
は
ど
の
よ

う
に
接
点
を
と
っ
て
い

く
お
考
え
か
。

A　

自
ら
声
を
上
げ

る
、
S
O
S
を
発
信
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
い
る
。
役
場
に
来

ず
ら
い
人
に
知
ら
れ
た

く
な
い
人
に
は
自
宅
訪

問
を
す
る
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
対
応
を
し
て
い
る
。

D
X
課
の
進
捗
状
況

QQ　
D
X
課
が
設
置
さ

れ
て
5
ヶ
月
が
経
つ
が
、

ど
の
よ
う
な
事
を
進
め

て
い
る
か
。

A　
コ
ン
ビ
ニ
等
で
住

民
票
、
印
鑑
証
明
の
取

得
、
転
入
転
出
手
続
き

な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
申
請
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
開
始

し
て
い
る
。

QQ　
D
X
化
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
、苦
手
な
方

や
で
き
な
い
方
を
取
り

残
さ
な
い
よ
う
努
め
て

ほ
し
い
。

A　
し
ば
ら
く
は
現
在

の
申
請
等
の
手
順
と
並

行
し
て
や
っ
て
い
く
。

三
みさき
崎　千

ち
照
あき

茅
ち の
野　靖

やす
昌
まさ

矢
やぐ ち
口あかね
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９
月
定
例
会
一
般
質
問 

7
人
の
議
員
が
登
壇 

令
和
5
年
9
月
13
・
14
日　
　
　

※
原
稿
は
本
人
の
責
任
・
編
集
に
よ
る
も
の
で
す
。

・一般質問の様子を松川村ホームページ内の松川村議会「議会中継」で見ることができます。
・QRコードからアクセスして各議員の一般質問の様子をご覧ください。

長野県町村監査委員協議会長表彰
　松川村監査委員として、平成 20 年 4 月よりご尽力されている、川上雅

まさし

嗣代表監査
委員が長野県町村監査委員協議会長より表彰されました。
　これは、松川村の代表監査委員として 15 年以上監査事務に尽力するとともに、町
村自治の振興発展に貢献し、その功績が顕著であったことによるものです。

　議員選出の監査委員とともに 15 年という長
い間務めさせていただきました。
　それぞれ独立した立場で行政監査および財務
監査を行いますが、ものの見方・考え方などい
ろいろ勉強させていただきました。
　また、決算審査、定期監査、例月出納検査な
ど、役場職員のご協力を得て無事に審査するこ
とができました。これも、職員の皆様が職務に
一生懸命邁進していただいた結果と考えており
ます。
　監査事務局、議会事務局のスタッフをはじめ、
多くの皆さんのおかげで受賞することができま
した。あらためてお礼申し上げます。
　今後も、「住民の福祉の増進を図る」ため監
査委員として職務に努めてまいります。川上雅嗣代表監査委員

平
ひらばやし
林　幹

みき
張
はる
 

農
業
振
興
方
策

QQ　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
か
ら

「
地
域
計
画
策
定
」へ
、村

の
基
本
方
針
は
。

A　
高
齢
化
や
人
口
減
少

の
本
格
化
に
よ
る
農
業
者

の
減
少
や
耕
作
放
棄
地
拡

大
が
懸
念
さ
れ
る
。農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
で
農
地
が
適
正
に
利
活

用
さ
れ
る
為
の
将
来
像
を

「
目
標
地
図
」に
お
と
し

協
議
す
る
。

QQ　
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
と
の
整
合
性
は
。

A　

今
回
の
法
改
正
で

は
、調
和
が
保
た
れ
た
支

障
が
な
い
事
が
要
件
。

QQ　
協
議
の
場
の
設
置
。

A　
農
業
委
員
会
、J
A
、

土
地
改
良
区
、農
業
開
発

公
社
、北
ア
ル
プ
ス
農
業

農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
、村

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
等
幅

広
い
関
係
者
配
意
。

QQ　
協
議
事
項
・
内
容
と

進
捗
状
況
。

A　
多
様
な
農
業
、担
い

手
を
模
索
し
将
来
の
農

地
利
活
用
・
方
向
性
を
樹

立
す
る
。意
向
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
・
取
り
ま
と
め
は
、

年
度
内
実
施
。

QQ　
策
定
に
関
し
た
各
種

補
助
事
業
、支
援
交
付
金

に
つ
い
て
。

A　
担
い
手
農
業
者
が
補

助
メ
ニ
ュ
ー
で
活
用
。

Q　

第
7
次
総
合
計
画
の

計
画
見
直
し
は
。

A　
後
期
5
ケ
年
に
つ
い

て
地
域
計
画
策
定
後
、見

直
し
検
討
を
行
う
。
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活動活動ののひとこまひとこま　7 月から 9月に行った主な議会の活動

議会　6 月定例会報告会 7／1 議員　　　　　　　12 名
台湾訪問団歓迎会 7／10 議長・副議長・両常任委員長
穂高広域施設組合　臨時議会 7／11 議長・副議長
池田町・松川村議会行政連絡会 7／13 議員　　　　　　　12 名
町村議会　議員研修会 7／14 議員　　　　　　　11 名
全員協議会　第 1 回臨時会 7／19 議員　　　　　　　12 名
防災講演会 7／20 議員　　　　　　　  9 名
夏の全国交通安全　指導所 7／25 総務産業建設委員　  6 名
職員研修　ハラスメント研修会 7／28 議員　　　　　　　  6 名
第 7 回　議会打合せ会 7／31 議員　　　　　　　12 名
松川ふるさと祭り 8／5 議員　　　　　　　12 名
村財政（議案等審査）　研修会 8／9 議員　　　　　　　11 名
はたちの集い 8／12 議員　　　　　　　12 名
恒久平和祈念式 8／15 議員　　　　　　　11 名
北アルプス広域連合議会 8／17、18 議長・副議長・山中議員
北アルプス山麓ブランドの日 8／19 議員　　　　　　　  9 名
全員協議会　第 2 回臨時会 8／23 議員　　　　　　　11 名
監査委員　研修会 8／25 矢口議員
第 8 回　議会打合せ会 8／29 議員　　　　　　　12 名
3 村（小谷・白馬・松川）議会議員交流会 8／29 議員　　　　　　　12 名
第 9 回　議会打合せ会 9／1 議員　　　　　　　12 名
9 月定例会　開会 9／6~19 議員　　　　　　　12 名
秋の全国交通安全　指導所 9／22 社会福祉文教委員　  6 名
松川小学校 150 周年記念　運動会 9／23 議員　　　　　　　12 名
町村議会　広報研修会 9／26~27 議会報常任委員　　  5 名
第 10 回　議会打合せ会 9／28 議員　　　　　　　12 名
松葉祭 9／29 議員　　　　　　　12 名
議会　9 月定例会報告会 9／30 議員　　　　　　　12 名

▲松川村ふるさと祭り（8/5）
いろいろなイベントが復活してきた中、ふるさと祭
りも４年ぶりに開催されました。
議会としても出店（ダーツ）しましたが、どこのお
店も賑わっていました。

▼ 3 村議会（白馬・小谷・松川）交流会（8/29）
第1部　講演　「行政のDX推進とは」
幹事、自治体である白馬村の DX における現状と、白
馬村スマートビレッジ推進計画の課題、目標。
第2部　各自治体議員相互の交流
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松香荘は、東細野区の、「ゆうあい館」の南隣に
あります。

住民の福祉の増進に寄与することを目的として建
てられ、高齢者をはじめ、障がい者などの社会参
加や憩いの場として広く利用されています。

松香荘には、お風呂（浴室）と歩行プール（健
康増進室）、大会議室、会議室などがあります。

お風呂はジェットバス付の薬湯です。歩行プール
は水中を歩くためのプールです。陸上を歩くのとは
違い、水の浮力によって膝などの足の関節への負
担が軽減できます。歩き方によって水の抵抗がある
ので、運動が苦手な方でも水着さえあれば始められ
ます。プールの利用者の方からは「最初はダイエッ
トのつもりで通っていましたが、今は週 3 回健康維
持のために来ています。」とか「歩かないと調子が
よくない。」といった声が聞かれました。

サークル活動や、会議で利用できる部屋もあり、
大会議室は、ヨガ教室や村の健康体操教室にも利
用されています。

管理人の皆さんは、プールとお風呂の温度、塩
素濃度管理、そして何より、利用する方が安全に
気持ちよく使えるように常に心掛けています。

利用する皆さんから「気持ちよくお風呂に入れて
よかった。」「癒されました。」「いつもきれいになっ
ているね。」と言われるのがうれしいそうです。

歩行プールでは、65歳以上の水中運動教室を実施中

編 

集 

後 

記

議
会
報
の
表
紙
は
、

村
の
施
設
と
そ
の

施
設
で
働
く
人
が

登
場
し
ま
す
。

お
楽
し
み
に
！

本会議の様子を
インターネットで

無料配信しています。
「松川村議会」

で検索してください。

今
年
の
夏
は
猛
暑
日
が

続
き
体
調
管
理
に
気
を

使
っ
て
過
ご
し
て
も
、
ス

ト
レ
ス
や
疲
れ
が
溜
ま
り

気
分
が
優
れ
な
か
っ
た
。

年
々
暑
さ
が
厳
し
く
な

り
温
暖
化
を
超
え
沸
騰
化

の
時
代
に
入
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

季
節
は
秋
と
な
り
紅
葉

の
話
も
聞
く
よ
う
に
な
っ

て
来
た
が
、
秋
で
思
い
浮

か
ぶ
の
は
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、

読
書
の
秋
、
芸
術
の
秋
、

食
欲
の
秋
で
あ
り
体
型
を

気
に
し
つ
つ
も
減
量
に
は

取
り
組
め
そ
う
に
な
い
。

美
味
し
い
も
の
が
出
回

る
実
り
の
秋
に
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
負
け
な
い

体
力
作
り
を
、
心
が
け
た

い
も
の
で
あ
る
。

茅
野
靖
昌

議
会
報
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
茅
野
　
靖
昌

副
委
員
長
　
小
山
　
育
一

委
員
　
　
　
石
腰
　
隆
史

　
　
　
　
　
平
林
　
幹
張

　
　
　
　
　
宮
﨑
　
昭
利

表紙の人・村の施設

松川村老人福祉プラザ「松香荘」

池田町議会と松川村議会による行政連絡会
を 7 月 13 日に 3 年ぶりに開催しました。

第 1 部は松川村をもっと知ってもらおうと、
松川村議員で元ツアーガイドクラブメンバー
の案内で、村内の史跡を巡り、松川村収蔵庫、
観松院、桜沢遺跡などを見学しました。

観松院では 7 〜 8 世紀頃につくられたもの
と推定される、国指定重要文化財の「銅造菩
薩半跏像」を拝観し、桜沢遺跡では平成 14 年
に復元された、縄文時代の竪穴式住居に入り
ました。

池田町の議員からは、松川村には歴史的財
産が多数あると、感心されておりました。

第 2 部は両町村の理事者も参加し、交流会
を行いました。

池田町・松川村議会行政連絡会開催

観松院を見学




